
まちの話題　修学旅行で酪農を体験　グリーンツーリズム初の受入れ

特集

町づくりの功績に感謝を込めて ～ 町の発展や振興に寄与された方を文化の日に表彰～

今月の表紙　ノルディックウォーキング講習会　～さわやかな秋空の下で健康的に歩きました～

温故知新
踊りは生きがい
高台　伊原　ヨシヱ　さん



町町
づづ
くく
りり
のの
功功
績績
にに

感感
謝謝
をを
込込
めめ
てて

町の発展や振興に寄与

された11氏・１団体を

「文化の日」に表彰

11月３日の文化の日に、津別町の発展に尽くされた

方の表彰式が、中央公民館で行われます。

今年は、自治、産業、福祉、消防、善行の分野で功績

のあった方々が表彰の栄誉に浴されます。受賞者の皆

さん、おめでとうございます。

善
　
行
　
者

q
町
発
展
の
一
助
と
し
て
町
に
対
し
多
額
の
寄

付
を
さ
れ
、
本
町
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

功
績
。w
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
五
十
数
年
間

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
温

か
い
ご
支
援
と
身
に
余
る
表
彰
ま
で
い
た
だ

き
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 さん越智

お　ち

幸子
さちこ

大通・無職（83歳）

善
　
行
　
者

q
町
発
展
の
一
助
と
し
て
町
に
対
し
多
額
の
寄

付
を
さ
れ
、
本
町
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

功
績
。w
生
前
中
亡
き
夫
が
永
年
に
わ
た
り

津
別
で
商
売
さ
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
の
気
持

ち
で
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
津
別

町
の
発
展
の
た
め
に
使
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

さん柳瀬
やなせ

保子
やすこ

東２条・商業（75歳）

善
　
行
　
者

q
町
発
展
の
一
助
と
し
て
町
に
対
し
多
額
の
寄

付
を
さ
れ
、
本
町
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

功
績
、
平
成
15
年
に
も
受
賞
。w
創
業
80
周
年

を
機
に
、
永
年
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
津

別
町
の
森
づ
く
り
の
為
に
役
立
て
て
い
た
だ
き

た
く
寄
付
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

丸玉産業（株）

取締役社長　大越敏弘さん

消
防
功
労
者

q
昭
和
53
年
に
津
別
消
防
団
に
入
団
、
31
年

の
永
き
に
亘
り
、
消
防
団
員
と
し
て
各
種
災

害
の
未
然
防
止
、
地
域
住
民
の
安
全
確
保
に

貢
献
さ
れ
た
功
績
。
w
今
回
の
受
賞
は
諸
先

輩
方
や
同
僚
、
周
囲
の
方
の
ご
指
導
の
お
か
げ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
防
災
や
災
害

の
な
い
町
づ
く
り
に
協
力
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

さん松浦
まつうら

博
ひろし

東３条・飲食業（59歳）

産
業
開
発
功
労
者

q
平
成
５
年
農
業
協
同
組
合
理
事
に
就
任
、
組

織
育
成
と
営
農
振
興
に
努
力
。
農
業
生
産
法
人

の
設
立
と
運
営
に
あ
た
り
、
農
業
の
振
興
に
貢

献
さ
れ
た
功
績
。
w
今
回
の
表
彰
は
皆
様
の
ご

支
援
の
お
か
げ
で
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
こ
れ
か
ら
若
い
人
達
に
少
し
で
も
お
手

伝
い
出
来
ま
す
様
思
っ
て
お
り
ま
す
。
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さん篠原
しのはら

勲
いさお

共和・農業（71歳）

産
業
開
発
功
労
者

q
昭
和
48
年
商
工
会
理
事
に
就
任
、
企
業
の
振

興
に
貢
献
。
昭
和
49
年
法
人
会
理
事
、
平
成
12

年
会
長
に
就
任
し
、
税
務
行
政
の
運
営
に
寄
与
。

昭
和
44
年
建
設
業
協
会
会
長
に
就
任
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
。
w
今
回
の

表
彰
は
関
係
者
の
皆
様
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た

お
か
げ
で
す
。
今
後
も
地
域
の
振
興
に
微
力
な

が
ら
務
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さん中田
なかた

武
たけし

東２条・会社役員（83歳）

善
　
行
　
者

q
町
発
展
の
一
助
と
し
て
町
に
対
し
多
額
の

寄
付
を
さ
れ
、
本
町
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ

れ
た
功
績
。w
１
０
０
歳
の
記
念
に
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
子
ど
も
達
の
育
成
の
た
め
使
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

さん鍛治
か　じ

キノ
大通・無職（99歳）

善
　
行
　
者

q
町
発
展
の
一
助
と
し
て
町
に
対
し
多
額
の

寄
付
を
さ
れ
、
本
町
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ

れ
た
功
績
。w
両
親
が
お
世
話
に
な
り
、
ま

た
身
内
が
今
後
と
も
お
世
話
に
な
る
津
別
町

に
さ
さ
や
か
で
す
が
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

さん小野寺
おので ら

栄司
えいじ

北見市留辺蘂町・医師

自
治
功
労
者

q
平
成
５
年
３
月
津
別
町
議
会
議
員
に
就

任
。
４
期
15
年
に
亘
り
町
議
会
議
員
と
し

て
町
政
発
展
に
努
力
さ
れ
た
功
績
。
w
議
員

活
動
で
の
受
賞
は
皆
様
の
ご
支
援
の
賜
り
で
あ

り
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
今
後
も

一
番
身
近
な
応
援
者
で
有
り
た
い
と
い
う
気
持

で
町
づ
く
り
に
参
加
出
来
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。

さん篠原
しのはら

眞稚子
ま　ち　こ

本町・塾経営（58歳）

社
会
福
祉
功
労
者

q
昭
和
63
年
社
会
福
祉
協
議
会
副
会
長
に
就

任
、平
成
10
年
か
ら
会
長
を
務
め
、
訪
問
介
護
・

訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
の
設
置
に
関
わ
り
福
祉
の
向
上
に
貢

献
さ
れ
た
功
績
。
w
地
域
福
祉
の
た
め
に
永
年

皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
賜
と
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
も
福
祉
の
重
要
性
を
認
識
し

微
力
で
す
が
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

さん土田
つちだ

一晴
かずはる

大通・会社役員（70歳）

文
化
奨
励
賞

q
歌
謡
連
合
会
副
会
長
と
し
て
運
営
に
尽
力
。

昭
和
60
年
管
内
歌
謡
王
座
決
定
戦
を
立
ち
上

げ
、
平
成
６
年
か
ら
会
長
を
務
め
る
。
全
道
や

管
内
の
歌
謡
大
会
の
審
査
員
を
歴
任
、
歌
唱
面

で
も
卓
越
し
た
力
量
を
発
揮
。
w
受
賞
は
誠
に

光
栄
で
す
。
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
の
こ
と
と
感

謝
い
た
し
ま
す
。
今
後
も
地
域
文
化
の
発
展
と

歌
謡
文
化
の
向
上
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

さん川口
かわぐち

敏雄
としお

西４条・無職（76歳）

▼津別町表彰条例による表彰者の方

自
治
功
労
者

q
昭
和
56
年
３
月
津
別
町
議
会
議
員
に
就
任
。

４
期
15
年
に
亘
り
町
議
会
議
員
と
し
て
町
政

発
展
に
努
力
さ
れ
た
功
績
。
w
こ
の
よ
う
な

賞
を
い
た
だ
き
光
栄
で
す
。
今
回
の
表
彰
は

周
り
の
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

微
力
で
す
が
、
町
の
発
展
に
お
役
に
立
て
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さん柏倉
かしわくら

幸満
ゆきみつ

豊永・商業（71歳）

qは受賞者の功績、wは感想です。

津
別
町
文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
条
例
に
よ
る
顕
彰
者



健全化判断比率の状況（平成19年度）

資金不足比率の状況（平成19年度）

将
来
の
ま
ち
の
姿
を
描
く
計
画
づ

く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
、
４
回
の
策
定

審
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
新
し
い
総
合
計
画
は
町
民
の
手
で
」

と
方
向
づ
け
ら
れ
た
総
合
計
画
策
定

に
臨
む
基
本
的
事
項
は
、「
ま
ち
は

舞
台
、
主
役
は
町
民
」「
町
民
皆
様

の
想
い
を
形
に
変
え
る
た
め
に
」

「
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
、

町
民
一
人
一
人
が
生
き
生
き
と
実
行

す
る
手
づ
く
り
の
計
画
を
つ
く
り
上

げ
る
た
め
に
」
の
３
つ
の
柱
か
ら
な

る
も
の
で
す
。

特
に
、
ど
の
よ
う
な
計
画
も
、
策

定
の
過
程
が
そ
の

性
質
を
決
定
付
け

る
と
い
う
観
点
か

ら
、
総
合
計
画
の

策
定
過
程
そ
れ
自

体
が
自
治
の
試
み

に
な
る
よ
う
、
審

議
会
委
員
と
担
当

職
員
に
よ
る
共
同

作
業
で
、
『
津
別

町
の
将
来
像
』
を

描
き
合
う
部
会
討

議
が
行
な
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

９
月
と
10
月
の

２
回
の
審
議
会
で

行
な
わ
れ
た
８
部

会
に
分
れ
た
討
議

は
、
第
１
テ
ー
マ

「
資
源
の
掘
り
起
こ
し
」、
第

２
テ
ー
マ
「
解
決
す
べ
き
課

題
」
、
第
３
テ
ー
マ
「
何
を

望
む
の
か
」
と
い
う
内
容
で
、

こ
の
討
議
の
目
的
は
、
「
ま

ち
の
課
題
と
解
決
方
法
を
議

論
す
る
た
め
の
材
料
」
と

「
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
、
め

ざ
す
将
来
像
な
ど
か
ら
な
る

基
本
構
想
の
柱
」
を
絞
り
込

む
た
め
の
も
の
で
す
。

10
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た

第
４
回
策
定
審
議
会
で
は
、
前
段
に

11
月
の
部
会
討
議
発
表
の
進
め
に
つ

い
て
確
認
さ
れ
た
後
、
前
回
の
部
会

討
議
に
よ
っ
て
グ
ル
ー
プ
分
け
さ
れ

た
「
資
源
及
び
潜
在
力
」
と
「
解
決

す
べ
き
課
題
」
か
ら
の
「
津
別
町
の

将
来
像
」
に
つ
い
て
と
、「
何
を
望

む
の
か
」
の
小
テ
ー
マ
「
こ
ん
な
ま

ち
に
し
た
い
」、「
こ
ん
な
こ
と
が
で

き
る
」
に
つ
い
て
、
部
会
毎
に
ま
と

め
上
げ
る
討
議
と
作
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
８
部
会
と
も
に
、
発
表
者
を

決
定
し
発
表
の
流
れ
に
つ
い
て
確
認

さ
れ
、
部
会
討
議
結
果
の
発
表
の
場

と
な
る
11
月
の
審
議
会
に
臨
む
準
備

が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

公
開
開
催
の
策
定
審
議
会
で
す
。

町
民
皆
様
の
多
数
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
か
ら
の
計
画
づ
く
り

の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
広
報
や
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
合
計
画
策
定
審
議
会
事
務
局
　

†
76
｜
２
１
５
１
内
線
２
４
１

11
月
10
日
開
催
の
第
５
回
総
合
計
画
策
定
審
議
会
は
、

『
津
別
町
の
め
ざ
す
将
来
像
』
な
ど

部
会
討
議
結
果
の
発
表
の
場
と
し
ま
す

日　時：１１月１０日（月）１８時３０分から　　場　所：津別町中央公民館・大ホール

内　容：部会討議結果発表、意見交換及び講評

コーディネーター：松　本　　　収　氏　（策定委員会政策調査員）

（社）北海道地域総合研究所　コミュニティアドバイザー

津別町の平成19年度決算における健全化判断比率および資金不足比率は、いずれも基

準を下回っています。しかし、依然として財政状況は厳しく、町としてもより一層の健

全化に向けた財政運営を行っていくこととしています。

１１月の策定審議会は、次のとおりです。

問い合わせ先

役場　企画財政課企画財政グループ　†７６－２１５１内線２３９

１.実質赤字比率 町の一般会計の赤字の程度を指標化したもの。

２.連結実質赤字比率 町の全ての会計の黒字や赤字を合計して、町全体の会計の赤字の程度を指標化したもの。

３.実質公債費比率 町のその年の借金返済額もしくは借金に準ずるものの支払額を合計して、一般会計の負担

の程度を指標化したもの。

４.将来負担比率 一般会計の借金残高や特別会計等の借入金残高に対する今後の一般会計の負担見込額など

を合計して、将来負担する可能性のある額の大きさを指標化したもの。

５.資金不足比率 公営企業（上水道事業等）の資金不足を、料金収入の規模と比較して指標化したもの。

健全化判断比率の４指標と資金不足比率が表しているもの

津別町の健全化判断比率と資金不足比率

平成19年度決算に基づき算定した健全化判断比率と資金不足比率は下表のとおりで、すべて基準を下回りました。

公表する内容

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布され、毎年度「健全化判断比率」及び「資金不足比率」を

算定し、監査委員の審査を受け、その意見をつけて議会に報告するとともに、これらの比率を公表することが義

務となりました。

公表する比率は、「健全化判断比率」の「1.実質赤字比率」、「2.連結実質赤字比率」、「3.実質公債費比率」、

「4.将来負担比率」の4つの指標と「5.資金不足比率」です。

平成平成1919年度年度

健全化判断比率及び資金不足比率の公表について健全化判断比率及び資金不足比率の公表について



10
月
２
日
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
の
オ
ホ
ー
ツ

ク
・
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会

社
の
小
池
隆
志
社
長
ほ
か
３
人
の
役
職
員
が
町

長
室
を
訪
れ
、
町
に
30
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
同
社
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
を
行
う
立
場
と
し
て
地
元
自
治
体
と
連
携

を
図
り
、
環
境
保
全
や
地
域
に
貢
献
で
き
る
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
町
に
対
し
て
継
続
的

な
支
援
の
申
し
出
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
町
で

は
、
花
の
ま
ち
推
進
協
議
会
や
街
並
づ
く
り
推

進
会
議
が
事
業
を
進
め
て
い
る
「
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」
や
上
里
森
林
公
園
の
植
樹
事
業
に
充
て

る
こ
と
と
し
、

支
援
を
お
願
い

す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
佐

藤
町
長
か
ら
は

「
ご
支
援
に
感

謝
し
ま
す
。
有

益
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。

環
境
保
全
・
地
域
と
の
連
携
に

継
続
的
な
事
業
へ
の
支
援
を
受
け
る

新
鮮
野
菜
を
求
め
て
多
く
の
人
出

賑
わ
っ
た
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
感
謝
祭

「
つ
べ
つ
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が

10
月
５
日
開
催
さ
れ
、
去
年
を
上
回
る

３
１
５
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
日
頃
鍛

え
た
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

７
回
目
と
な
る
今
回
は
、
４
歳
の
幼

児
か
ら
最
高
齢
は
88
歳
ま
で
が
参
加
。

町
内
外
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
職
場
、

家
族
で
の
挑
戦
な
ど
３
キ
ロ
、
５
キ
ロ
、

10
キ
ロ
、
ハ
ー
フ
に
分
か
れ
、
色
づ
き

始
め
た
紅
葉
を
見
な
が
ら
、
爽
や
か
な

汗
を
流
し
、
力
走
し
て
い
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
の
後
は
、
ス
タ
ッ
フ
手
作
り

の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
が
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
に

振
る
舞
わ
れ
、
マ
ラ
ソ
ン
の
達
成
感
と

一
緒
に
美
味
し
そ
う
に
味
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

秋
を
楽
し
み
な
が
ら
健
脚
を
競
う

第
７
回
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

毎
年
恒
例
の
「
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
感
謝
祭
」
が
10

月
12
日
、
活
汲
事
業
所
前
で
開
か
れ
、
多
く
の

人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
餅
ま
き
や
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
、

お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
催

さ
れ
、
屋
台
に
は
焼
き
鳥
を
は
じ
め
津
別
産
牛

肉
や
コ
ロ
ッ
ケ
、
う
ど
ん
、
そ
ば
な
ど
に
長
蛇

の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

大
根
や
白
菜
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
格
安
で
販
売

す
る
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
早
朝
か
ら
我
先
に
と
買

い
求
め
る
人
で
溢
れ
、
ま
た
、
じ
ゃ
が
い
も
と

玉
ね
ぎ
の
詰
め
放
題
に
も
多
く
の
人
が
集
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
大

盛
り
カ
レ
ー
の
早
食
い
競
争
で
は
、
流
し
込
む

よ
う
な
大
胆
な
食
べ
方
に
会
場
か
ら
笑
い
と
応

援
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

10
月
11
日
、
津
別
高
校
で
今
年
46

回
目
と
な
る
強
歩
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、
心
配
さ
れ
た
雨
も

明
け
方
に
は
回
復
し
、
全
校
生
徒
１

６
３
人
が
上
里
で
折
り
返
す
男
子
33

キ
ロ
、
女
子
25
キ
ロ
の
コ
ー
ス
に
挑

み
ま
し
た
。

大
会
は
午
前
９
時
に
男
子
が
、
続

い
て
15
分
遅
れ
で
女
子
が
ス
タ
ー

ト
。
生
徒
た
ち
は
途
中
、
約
６
キ
ロ

ご
と
に
設
け
ら
れ
た
関
門
で
チ
ェ
ッ

ク
を
受
け
、
沿
道
で
激
励
す
る
保
護

者
た
ち
の
声
を
受
け
な
が
ら
、
ひ
た

す
ら
ゴ
ー
ル
目
指
し
て
進
ん
で
い
ま

し
た
。

粘
り
強
く
ゴ
ー
ル
を
目
指
す

津
別
高
校
生
に
よ
る
強
歩
大
会

神
奈
川
県
立
平
塚
農
業
高
校
初
声
分
校
の
生

徒
34
人
（
男
22
・
女
12
人
）
と
教
職
員
４
人
が
、

９
月
23
日
に
修
学
旅
行
で
の
実
習
体
験
の
た
め
、

津
別
町
を
訪
れ
ま
し
た
。
津
別
町
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
運
営
協
議
会
（
矢
作
芳
信
会
長
）
と

町
で
は
、
各
農
家
と
受
け
入
れ
の
準
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
23
日
夕
方
に
津
別
に
到
着
し
、

中
央
公
民
館
で
の
受
入
式
に
臨
み
、
矢
作
会
長

か
ら
「
修
学
旅
行
生
の
受
け
入
れ
は
初
め
て
で

す
が
、
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
気
合
を
入
れ
て

頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
。

翌
日
の
起
床
は
午
前
４
時
過
ぎ
と
早
く
、
町

内
12
戸
の
酪
農
家
に
分
か
れ
て
体
験
が
ス
タ
ー

ト
。
各
農
家
か
ら
指
導
を
受
け
、
餌
や
り
や
搾

乳
、
牛
舎
清
掃
な
ど
の
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。

生
徒
の
竹
内
研
人
く
ん
は
「
緊
張
し
た
け
れ
ど
、

と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
と
に
か
く
広
さ
に

感
動
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

９
月
28
日
、
つ
べ
つ
ふ
れ
あ
い
広
場
（
津
別
町

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
や
障
害
者
の
社
会
参
加
や
地
域
住
民
と
の

ふ
れ
あ
い
に
よ
っ
て
、
隔
た
り
の
な
い
温
か
い
社

会
を
育
て
よ
う
と
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年

で
17
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

当
日
は
秋
晴
れ
と
な
り
、
中
央
公
民
館
前
庭
に

は
焼
き
鳥
や
豚
汁
な
ど
の
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト
ボ
ー

ル
や
介
護
用
品
の
展
示
販
売
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
を

提
供
す
る
テ
ン
ト
な
ど
が
並
び
ま
し
た
。

ロ
ビ
ー
で
は
友
愛
セ
ー
ル
（
更
正
保
護
女
性
会

主
催
）
が
開
か
れ
、
寄
せ
ら
れ
た
衣
類
や
家
庭
用

品
に
人
が
集
ま
り
、
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
津
別

中
学
校
吹
奏
楽
部
や
活
汲
小
中
学
校
の
リ
コ
ー
ダ

ー
演
奏
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

助け合いの心が育つまち

今年も賑わったふれあい広場

修
学
旅
行
で
酪
農
を
体
験

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
初
の
受
入
れ

や
さ
し
い
音
色
に
魅
了
さ
れ
る

リ
コ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

10
月
12
日
、
中
央
公
民
館
で
総
勢
70

人
に
よ
る
リ
コ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
日
ま
で
、
プ
ロ
の
演
奏
家
で
あ
る

金
子
健
治
氏
な
ど
４
氏
を
迎
え
て
セ
ミ

ナ
ー
が
行
わ
れ
、
近
隣
町
を
含
め
小
中

学
生
、
一
般
合
わ
せ
て
70
人
ほ
ど
が
参

加
。
パ
ー
ト
ご
と
に
指
導
を
受
け
て
コ

ン
サ
ー
ト
本
番
に
臨
み
ま
し
た
。
コ
ン

サ
ー
ト
で
は
、
プ
ロ
の
指
揮
の
下
、
初

級
と
上
級
の
コ
ー
ス
各
３
曲
を
演
奏
。

続
い
て
70
人
全
員
で
バ
ッ
ハ
や
ブ
ラ
ー

ム
ス
の
曲
と
ア
ニ
メ
主
題
歌
を
合
奏
し

会
場
か
ら
は
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
第
２
部
で
は
プ
ロ
の
演
奏

が
行
わ
れ
、
澄
ん
だ
音
色
が
ホ
ー
ル
に

響
き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

今年も大盛り上がり！カレー早食い競争！

青少年海外研修事業によるニュージーランド研修の出

発式が10月７日に町長室で行なわれました。

10月15日から10日間の日程でホストファミリー宅で

ホームステイをしながら研修を行ないます。参加したの

は津別高校生の景川岳志さん（３年）、柏葉直哉さん

（１年）、横山花鈴さん（１年）、森脇彩可さん（１年）、

石川紗耶華さん（１年）の５人で、参加者からは「日本

との文化の違いを学びたい」（景川さん）、「英語がどこ

まで通じるか試したい」（石川さん）などと抱負を述べ

ていました。

文
化
を
吸
収
し
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
に

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
研
修
出
発
式



該当となると思われる方は、印鑑、平成１９年中

の収入（家族全員分）がわかる書類（公的年金源泉

徴収票など）をご持参ください。

助成の対象として認定された方には「福祉灯油助

成券」を交付しますので、町内の灯油取扱業者に助

成券を提出して購入することとなります。

平
成
10
年
に
導
入
の
救
急
車
に
換
わ
っ
て

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
よ
り
高
規

格
救
急
車
の
寄
贈
が
あ
り
、
10
月
１
日
に
津

別
消
防
署
で
受
納
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
共
済
連
道
本
部
北
見
支
所
の
深

澤
嘉
憲
所
長
よ
り
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ー
が
佐
藤

町
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
津
別
消
防
署
で

は
、
昨
年
１
年
間
で
２
２
４
件
の
救
急
出
動

が
あ
り
、
救
急
業
務
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

救
急
資
機
材
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
動
脈

血
酸
素
飽
和
測
定
器
や
自
動
体
外
式
除
細
動

器
な
ど
数
が
搭
載
さ
れ
、
軽
量
、
コ
ン
パ
ク

ト
化
に
よ
り
現
場
で
の
取
り
扱
い
が
容
易
に

な
り
、
ま
た
山
間
部
で
も
医
療
機
関
と
通
話

可
能
な
衛
星
電
話
も
装
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

９
月
29
日
、
特
別
支
援
教
育
連
携
協
議

会
主
催
で
「
支
援
の
必
要
な
子
ど
も
の
理

解
と
特
別
支
援
教
育
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
と
な
っ
た
道
教
育
大
釧
路
校
の
二

宮
信
一
准
教
授
か
ら
は
、
子
ど
も
の
情
緒

発
達
の
過
程
や
学
習
能
力
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、

親
や
教
師
が
子
ど
も
の
行
動
を
理
解
す
る

こ
と
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て
、
家
庭
や

学
校
で
の
身
近
な
例
を
あ
げ
て
話
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
「
障
害
児
で
あ
る
か
な
い

か
で
は
な
く
、
子
ど
も
が
何
に
困
っ
て
い

る
の
か
」
を
読
み
取
る
こ
と
が
大
切
と
も

話
さ
れ
、
受
講
し
た
１
２
０
人
ほ
ど
の
父

母
や
教
師
な
ど
は
、
真
剣
な
表
情
で
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

「
じ
ど
う
か
ん
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８
」
が
、

９
月
27
日
児
童
館
で
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ホ
ー
ル
で
は
人
形
劇
団
「
な
る
に
あ
」

の
公
演
も
開
か
れ
、
児
童
館
を
利
用
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
や
幼
児
、
父
母
な
ど
約
３
０

０
人
が
訪
れ
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
活
汲
・
本
岐
・
津
別
の
３

地
区
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
が
、
８

月
か
ら
実
行
委
員
と
し
て
手
づ
く
り
で
準
備

し
て
き
た
も
の
で
、
コ
ー
ナ
ー
ご
と
に
ア
イ

デ
ィ
ア
い
っ
ぱ
い
の
飾
り
物
が
並
べ
ら
れ
、

ま
た
、
ボ
ー
リ
ン
グ
ゲ
ー
ム
、
輪
ゴ
ム
を
使

っ
た
射
的
ゲ
ー
ム
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
１
階

の
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
で
は
、
ケ
ー
キ
や
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
な
ど
も
用
意
さ
れ
、
会
場
内
は
子
ど

も
た
ち
の
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

児
童
館
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８

手
づ
く
り
の
ゲ
ー
ム
や
飾
り
物
で
い
っ
ぱ
い

救
命
救
急
に
頼
も
し
い
１
台

高
規
格
救
急
車
の
寄
贈
を
受
け
る

支
援
の
必
要
な
子
ど
も
の
理
解

二
宮
准
教
授
が
特
別
支
援
教
育
を
語
る

灯油の購入を助成します！灯油の購入を助成します！

平成２０年１１月１日現在津別町に

住民登録され、平成２０年度の町民税

が非課税世帯であって、次の要件のい

ずれかに該当する方。

申請受付は、

平成20年11月10日からです

申請・お問い合せ先

役場保健福祉課介護福祉グループ福祉担当

（ 役場１階１１番窓口）

† ７６－２１５１ 内線２３３・２９９

助成の対象になる方

10
月
19
日
、
町
民
を
対
象
に
生
ご
み
堆

肥
の
無
料
還
元
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
堆
肥
は
、
各
家
庭
か
ら
分
別
し
て

出
さ
れ
た
生
ご
み
を
利
用
し
、
長
期
間
寝

か
せ
た
良
質
の
物
で
、
例
年
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
共
和
の
堆
肥
セ
ン
タ
ー

に
は
、
事
前
に
申
し
込
み
を
し
て
い
た
町

民
が
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
乗
用
車
で
訪
れ
、
持

参
し
た
肥
料
袋
に
次
々
と
詰
め
込
ん
で
い

ま
し
た
。

こ
の
日
は
開
始
か
ら
３
時
間
ほ
ど
で
４

０
０
袋
が
町
民
に
還
元
さ
れ
、
リ
サ
イ
ク

ル
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

生
ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
有
効
活
用

多
く
の
町
民
に
無
料
還
元



介
護
保
険
制
度
が
普
及
す
る
中
、

高
齢
者
に
対
す
る
身
体
的
、
心
理
的

な
虐
待
が
社
会
的
な
問
題
に
な
っ
て

お
り
、
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
は

高
齢
者
虐
待
防
止
法
が
施
行
に
な
っ

て
い
ま
す
。

高
齢
者
に
対
す
る
家
庭
内
で
の
虐

待
は
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
悲
し
い
事

情
の
背
景
が
あ
っ
た
り
、
社
会
的
に

孤
立
し
て
い
る
場
合
、
虐
待
者
自
身

が
身
体
的
・
精
神
的
問
題
を
抱
え
て

い
る
場
合
な
ど
複
雑
な
要
素
が
重
な

り
起
き
て
い
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
と
は

高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
①
身

体
的
虐
待
（
叩
く
、
蹴
る
、
つ
ね
る

等
）
②
心
理
的
虐
待
（
怒
鳴
る
、
無

視
す
る
、
子
供
扱
い
す
る
等
）
③
介

護
の
放
棄
・
放
任
（
食
事
が
用
意
さ

れ
な
い
、
必
要
な
介
護
を
受
け
さ
せ

な
い
等
）
④
経
済
的
虐
待
（
年
金
を

無
断
で
使
う
、
勝
手
に
財
産
を
処
分

す
る
等
）
⑤
性
的
虐
待
（
本
人
が
い

や
が
る
性
的
行
為
、
失
禁
し
た
バ
ツ

に
裸
で
放
置
す
る
等
）
を
、
高
齢
者

虐
待
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

町
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

や
病
院
、
自
治
会
な
ど
と
協
力
し
て
、

虐
待
防
止
や
虐
待
を
受
け
た
高
齢
者

の
保
護
と
家
族
の
支
援
を
行
う
た
め
、

昨
年
12
月
に
「
津
別
町
高
齢
者
虐
待

防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
こ
の
会
議
で
は
、
虐
待

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
や
、
虐
待
ケ
ー
ス
が
発
生
し
た

際
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
で
高
齢
者
や
介
護
者
を
支
え
ま

し
ょ
う

虐
待
の
防
止
や
早
期
発
見
の
た
め

に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報

の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
で
「
虐
待
か
な
？
」

と
思
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
隣
り
近
所
の
ち
ょ
っ
と
し
た
気

づ
か
い
が
高
齢
者
と
介
護
者
を
救
う

き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
介
護
者
の
方
で
困
っ
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ど
ん
な

小
さ
な
こ
と
で
も
一
人
で
悩
ま
ず
、

次
の
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

津
別
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
役
場
内
）
†
76
―
２
１
５
８

北
海
道
高
齢
者
総
合
相
談
・
虐
待

防
止
セ
ン
タ
ー
（
札
幌
市
）

†

０
１
１
｜
２
５
１
｜
６
１
５
６

「
主
人
は
新
聞
記
者
も
し
て
い
て
、
農

作
業
の
最
中
で
も
突
然
い
な
く
な
っ

た
」
と
、
６
年
前
に
亡
く
な
っ
た
ご
主

人
の
話
を
始
め
た
ヨ
シ
ヱ
さ
ん
。
相
生

の
農
家
に
生
ま
れ
「
結
婚
は
20
歳
の
時

ら
し
い
」
と
他
人
事
の
よ
う
に
笑
う
。

ご
主
人
の
達
雄
さ
ん
が
20
年
前
、
病

に
倒
れ
、
入
退
院
を
繰
り
返
し
た
た
め

い
つ
も
傍
ら
に
付
き
添
い
二
人
三
脚
の

日
々
を
過
ご
し
て
き
た
。
自
身
も
50
歳

過
ぎ
に
病
気
を
患
い
、
２
年
間
は
何
も

で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
体
が
思
う
よ

う
に
な
ら
ず
、
周
り
に
も
迷
惑
を
掛
け

た
。
そ
ん
な
中
「
踊
り
で
も
見
に
来
た

ら
気
も
晴
れ
る
よ
」
と
民
舞
教
室
に
誘

わ
れ
、
先
生
か
ら
の
「
少
し
身
体
を
動

か
し
な
さ
い
」
の
一
言
に
、
踊
り
と
の

付
き
合
い
が
始
ま
る
。「
人
生
い
ろ
い

ろ
や
っ
た
け
ど
、
踊
り
だ
け
は
休
ん
だ

こ
と
が
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
こ
れ

ま
で
二
度
の
皆
勤
賞
を
受
け
て
い
る
。

旭
川
や
北
見
で
の
発
表
会
や
夏
ま
つ

り
の
千
人
踊
り
、
町
民
文
化
祭
に
い
ち

い
の
園
へ
の
慰
問
と
披
露
の
場
も
数
多

く
「
毎
年
踊
り
が
変
わ
っ
て
覚
え
る
の

も
大
変
だ
け
れ
ど
、
皆
さ
ん
の
喜
ぶ
顔

を
見
る
と
凄
く
幸
せ
」
と
い
う
。

他
に
も
楽
し
み
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ

撮
り
な
ど
多
彩
。
な
か
で
も
、
ビ
デ
オ

は
ご
主
人
が
病
気
で
倒
れ
た
時
か
ら
記

録
に
と
始
め
た
も
の
で
、
踊
り
の
発
表

会
で
も
活
躍
し
て
き
た
。
最
近
は
家
族

に
心
配
さ
れ
て
自
重
ぎ
み
だ
が
、
自
ら

の
運
転
で
何
処
に
で
も
出
か
け
て
き
た

行
動
派
。「
子
ど
も
や
周
り
の
人
た
ち

に
元
気
を
も
ら
い
、
今
の
自
分
が
あ
る
。

踊
り
は
生
き
が
い
」
と
、
ま
だ
ま
だ
意

欲
的
に
行
動
す
る
ヨ
シ
ヱ
さ
ん
。

ご
主
人
を
亡
く
し
て
か
ら
も
、
５
年

間
は
娘
さ
ん
の
力
を
借
り
、
収
穫
時
期

な
ど
は
昼
夜
も
な
く
必
死
で
働
き
農
家

を
続
け
て
き
た
。
周
り
か
ら
は
「
大
変

だ
ね
」
と
言
わ
れ
た
が
「
好
き
で
や
っ

て
き
た
こ
と
だ
か
ら
」
と
控
え
め
。

茶
の
間
の
壁
い
っ
ぱ
い
に
写
真
を
飾

り
「
高
台
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
と
言
っ
て
ひ

孫
が
訪
ね
て
く
る
の
を
楽
し
み
に
、
間

近
に
迫
っ
た
町
民
文
化
祭
の
舞
台
に
向

け
、
練
習
に
励
む
日
々
が
続
く
。

いはら　よしえ　さん／昭和２年５月、津別町相生で生まれる／趣味も多
彩で毎日を元気に過ごす／８１歳／ 高台在住

さ
ん

踊
り
は
生
き
が
い

伊
原
　
ヨ
シ
ヱ

温�

新� 故�

知�
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お問い合わせ †76－2151税務担当（220・221）
収納担当（218）

年
末
調
整
や
確
定
申
告
等
の
扶
養
親
族

（
配
偶
者
も
含
み
ま
す
。）
の
控
除
に
つ
い
て

は
、
そ
の
扶
養
さ
れ
る
方
の
所
得
金
額
が
38

万
円
以
下
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
収
入

金
額
が
給
与
の
み
の
場
合
は
、
１
０
３
万
円

以
下
で
あ
れ
ば
所
得
金
額
が
38
万
円
以
下
に

な
り
ま
す
。
な
お
配
偶
者
の
場
合
、
収
入
金
額

が
給
与
の
み
の
場
合
は
１
０
３
万
円
を
超
え

１
４
１
万
円
未
満
で
あ
れ
ば
所
得
金
額
に
応

じ
た
配
偶
者
特
別
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
。扶

養
等
の
控
除
の
対
象
と
な
る
所
得
金
額

が
38
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
所
得
税
は
か
か
り

ま
せ
ん
が
、
住
民
税
は
扶
養
等
の
控
除
の
対

象
者
で
も
所
得
金
額
に
よ
っ
て
均
等
割
や
所

得
割
が
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
所
得
金
額
が
28
万
円
以
下
（
給
与
収
入
で

あ
れ
ば
93
万
円
以
下
）
で
あ
れ
ば
均
等
割
、

所
得
割
と
も
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

◎
所
得
金
額
が
28
万
円
を
超
え
35
万
円
以
下

（
給
与
収
入
で
あ
れ
ば
93
万
円
を
超
え
１
０

０
万
円
以
下
）
の
場
合
で
は
均
等
割
は
課
税

さ
れ
ま
す
が
所
得
割
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

◎
所
得
金
額
が
35
万
円
を
超
え
る
（
給
与
収

入
で
あ
れ
ば
１
０
０
万
円
を
超
え
る
場

合
）
と
均
等
割
、
所
得
割
と
も
課
税
に
な
り

ま
す
が
、
所
得
割
に
つ
い
て
は
所
得
控
除

に
よ
り
課
税
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

扶
養
控
除
等
と
住
民
税

に
つ
い
て

お問い合わせ　津別町地域包括支援センター（役場内） †７６－２１５８

「
目
の
前
に
あ
る
こ
と
を
着
実
に
や

っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
た
の

は
興
農
事
業
共
同
組
合
に
創
設
以
前
か

ら
携
わ
っ
て
い
る
高
田
さ
ん
。
主
に
化

成
肥
料
の
輸
入
・
販
売
や
、
組
合
員
の

た
め
の
外
国
人
研
修
生
の
受
け
入
れ
、

中
国
語
の
通
訳
を
担
当
し
、
多
忙
な
毎

日
を
送
っ
て
い
る
。

高
田
さ
ん
は
津
別
中
学
校
卒
業
後
、

北
見
緑
陵
高
校
へ
進
学
。
部
活
は
陸
上

部
に
所
属
し
全
道
大
会
へ
出
場
す
る
ほ

ど
の
実
力
の
持
ち
主
。

中
国
語
を
習
得
し
た
理
由
に
つ
い
て

尋
ね
る
と
、
札
幌
の
大
学
時
代
に
、
祖

父
が
中
国
人
、
祖
母
が
日
本
人
の
家
系

に
生
ま
れ
た
友
人
と
知
り
合
え
た
こ
と

や
、
実
家
で
中
国
人
研
修
生
を
受
け
入

れ
て
い
た
こ
と
で
、
中
国
に
興
味
を
持

っ
た
こ
と
と
、
相
手
の
言
葉
を
理
解
で

き
れ
ば
と
思
い
、
中
国
で
の
語
学
留
学

を
決
め
ま
し
た
。
在
学
中
に
は
工
場
見

学
や
農
村
の
散
策
、
日
本
語
学
校
の
臨

時
講
師
な
ど
を
し
な
が
ら
２
年
を
中
国

の
大
連

だ
い
れ
ん

で
過
ご
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

高
田
さ
ん
の
夢
を
聞
く
と
、「
最
近

兄
が
結
婚
し
た
こ
と
も
あ
り
、
私
も
幸

せ
な
家
庭
を
築
き
た
い
で
す
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
！

高
田
　
絵
美
　
　
さ
ん

たかだ　えみ さん／昭和５６年１２月生まれ／

興農事業協同組合に勤務／最上

青  春�青  春�
くろーずあっぷ�くろーずあっぷ�

健康�
いきいき�

高
齢
者
虐
待
防
止
に
向
け
て
！



「
塩
分
を
と
り
過
ぎ
る
と
ど
う

な
る
の
？
」
「
高
血
圧
と
塩
分
の

関
係
は
？
」
「
普
段
私
た
ち
が
食

べ
て
い
る
も
の
に
は
ど
れ
く
ら

い
塩
分
が
入
っ
て
い
る
の
？
」

「
手
軽
に
出
来
る
減
塩
の
工
夫
」

な
ど
、
気
に
な
る
食
品
の
塩
分

に
つ
い
て
展
示
を
行
い
ま
す
。

今
日
か
ら
出
来
る
減
塩
習
慣

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

ぜ
ひ
多
く
の
方
の
ご
来
所
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

平
成
20
年
11
月
７
日

（
金
）
〜
11
日
（
火
）

場
所

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー
　

（
10
日(

月)

は
休
館
で
す
）

問
い
合
わ
せ
先

津
別
町
栄
養
士
の
会

（
役
場
内
　
武
田
）

†
76
｜
２
１
５
１
内
線
２
３
２

平
成
20
年
分
年
末
調
整
説
明

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す

の
で
、
年
末
調
整
事
務
を
担
当

さ
れ
る
方
は
出
席
願
い
ま
す
。

年
末
調
整
の
関
係
資
料
は
該

当
者
に
直
接
税
務
署
か
ら
郵
送

さ
れ
ま
す
の
で
当
日
は
、
税
務

署
か
ら
郵
送
さ
れ
て
い
る
『
年

末
調
整
の
し
か
た
』
、
『
給
与
所

得
の
源
泉
徴
収
票
等
の
作
成
と

提
出
の
手
引
き
』
等
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
さ
れ

て
い
る
年
末
調
整
関
係
用
紙
で

不
足
分
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

当
日
お
渡
し
し
ま
す
の
で
申
し

出
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
27
日
（
木
）

14
時
00
分
〜
16
時
00
分

場
所
　
林
業
研
修
会
館
　
集
会
室

問
い
合
わ
せ
先

役
場
税
務
担
当

†
76
―

２
１
５
１
内
線
２
１
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未
登
記
家
屋
（
登
記
所
に
登
記
を

し
て
い
な
い
家
屋
）
の
所
有
者
の
名

義
変
更
、
取
り
壊
し
に
つ
い
て
は
届

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
名
義
の
変

更
は
新
旧
の
所
有
者
の
印
鑑
、
取
り

壊
し
に
つ
い
て
は
所
有
者
の
印
鑑
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
届
出
の
用
紙
は

税
務
担
当
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
な
お
、

登
記
所
で
所
有

権
移
転
登
記
、

滅
失
登
記
を
さ

れ
た
場
合
に
は
、

届
出
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

未
登
記
家
屋
の
所
有
権
移
転
・

取
り
壊
し
の
届
出
に
つ
い
て

年
末
調
整
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

地域振興グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

今年も次の日程で、家庭介護教室を開催します。

現在介護している方、関心のある方など、どなたでも参加

できます。ご都合のよい日を選び、お気軽にお申込み下さい。

【１日目】11月20日（木）「家族ができる介護方法」

内容：　講話、介護方法（体の移動など）

場所：　デイサービスセンター（いちいの園隣接）

【２日目】11月21日（金）「認知症サポーター養成講座」

内容：　講話

場所：　林業研修会館（役場裏）2階集会室

※その他

開始時間　18時30分～20時00分

（受付は18時15分からです）

申込期間　11月4日（火）～11月14日（金）

申込み・問い合わせ先

津別町地域包括支援センター（役場内）

†７６－２１５８（直通）

家庭介護教室を開催します

～家庭介護について一緒に学びましょう～

つ
べ
つ
の
水
質
検
査
結
果
の
お
知
ら
せ
�

が、水道法で滅菌が義務付けられているた

め、必要最少量の塩素注入を行い、安全な

水として皆さんの家庭に届けていま

す。

私たちは水の星に暮らしています。

しかし地球上の水の９７％は海水で、

私たちが利用できる水は全体の１％

弱しかありません。

その地球環境に水資源を含め注意

信号がでています。

水が汚れると飲料水にするために

は、多くのエネルギーを消費しなけ

ればなりません。

環境への負荷を極力少なくするた

めに水源林の保全など私たちので

きることから、地球を守る工夫を

始めましょう。

水道事業は、常に安全で安心し

て飲むことのできる水の安全給水

に努めています。

私たちが、毎日飲用として使っている水

道水。この水道水は、水道法によって

厳しい水質基準が定められ、水源地か

ら浄水場、各家庭の蛇口に至るまで定

期的に水質検査を行い、水道水の水質

管理に万全を期しています。

この水質検査を「どの場所で」「どの

ような項目について」「どれくらいの頻

度で」行うかなどを表したものが水質

検査計画です。

今回は、この計画に基づき毎月検査

している項目の結果について下記のと

おりお知らせします。

検査した水は、津別市街や活汲地区

を給水区域にしている上里を水源地

とする水道水、もう一つは本岐や相

生地区を給水区域としている相生が

水源地の水道水です。

どちらも湧き水で、そのままでも

水質基準の項目をクリアしています

水は地球からの大切な贈り物

水質検査計画を定めています

�

津　別　町　水　道　水　の　水　質　検　査　結　果

福祉医療制度の訂正について

広報10月号２ページに掲載しました福祉

医療制度の一部改正に関する所得制限額の金

額に誤りがありましたので、下記のとおり訂

正いたします。関係者の皆様にはご迷惑をお

かけしましたことをお詫び申し上げます。

（誤）（正）

※測定した水は、平成20年9月17日に上里・相生の湧水（原水）と水道水（蛇口）から採取したものです。

「
健
康
日
本
21
」
の
栄
養
展

〜
食
事
の
塩
分
に
つ
い
て
少
　

し
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
〜

年末調整説明会�

......................

......................�

......................�

....................�

津
別
の
水
は
52
項
目
の

厳
し
い
水
質
基
準
を

ク
リ
ア
し
て
い
ま
す



次
の
道
道
は
、
来
年
春
ま
で
冬

期
間
全
面
通
行
止
め
で
す
。

■
訓
子
府
津
別
線

q
訓
子
府
町
界
か
ら
最
上
（
道
道

二
又
北
見
線
交
点
）（
11
月
28
日

〜
平
成
21
年
５
月
11
日
）

w
最
上
道
有
林
１
５
３
林
班
か
ら

沼
沢
２
４
１
番
地
（
11
月
28
日

〜
平
成
21
年
５
月
11
日
）

■
屈
斜
路
津
別
線

q
弟
子
屈
町
ウ
ラ
ン
コ
シ
ゲ
ー
ト

か
ら
上
里
６
４
２
番
地
１
（
11

月
４
日
〜
平
成
21
年
５
月
29
日
）

■
二
又
北
見
線

q
二
又
（
町
道
３
６
８
号
線
交
点
）

か
ら
最
上
（
道
道
訓
子
府
津
別

線
交
点
）（
11
月
28
日
〜
平
成
21

年
５
月
11
日
）

w
最
上
（
道
道
北
見
津
別
線
交
点
）

か
ら
北
見
市
若
松
（
道
道
北
見

美
幌
線
交
点
）（
11
月
28
日
〜
平

成
21
年
５
月
11
日
）

移
動
採
血
車
「
ひ
ま
わ
り
号
」
が

来
町
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
あ
た

た
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

11
月
18
日
（
火
）

場
所：

時
間

議
事
堂
前９

時
40
分
〜
12
時
00
分

13
時
00
分
〜
14
時
40
分

丸
玉
産
業
前

14
時
50
分
〜
15
時
30
分

石
橋
呉
服
店
前

15
時
40
分
〜
16
時
30
分

※
当
日
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
方
に
は
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か

ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
卵
１
ケ
ー
ス
）

を
お
渡
し
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
健
康
医
療

グ
ル
ー
プ
健
康
推
進
担
当

†

76
｜

２
１
５
１
（
内
線
２
３
２
）

木
の
博
物
館
と
し
て
、
ま
ち

の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
う
べ
き
木

材
工
芸
館
は
、
５
月
か
ら
10
月

末
ま
で
休
ま
ず
開
館
し
て
き
ま

し
た
が
、
冬
の
時
期
の
到
来
に

伴
い
、
休
館
日
が
あ
り
ま
す
の

で
来
館
の
際
は
ご
注
意
下
さ
い
。

■
休

館

日

毎
週
火
曜
日

■
期
　

間

平
成
20
年
11
月
〜

平
成
21
年
4
月

■
開
館
時
間

９
時
00
分
〜
　

17
時
00
分

■
問
い
合
わ
せ
先

木
材
工
芸
館

†
76
｜
３
３
３
５

役
場
林
政
担
当
　

†
76
｜
２
１
５
１
内
線
２
５
９

平
成
21
年
度
に
小
学
校
に
入

学
す
る
児
童
を
対
象
に
、
就
学

時
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
健
康
診
断
は
、
学
校
保

健
法
に
よ
り
新
１
年
生
と
な
る

児
童
の
心
身
の
状
況
を
把
握
し
、

適
切
な
教
育
指
導
を
行
う
た
め

に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
保
護

者
同
伴
の
う
え
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

実
施
日

11
月
15
日
（
土
）

受
付
時
間

12
時
30
分
〜
12
時
50
分

（
所
要
時
間
は
１
時
間
30
分
〜

２
時
間
30
分
程
度
）

場
　
所

津
別
小
学
校

持
ち
物

・
ス
リ
ッ
パ
等
の
上
履
き

・
母
子
手
帳

・
先
に
送
付
し
て
あ
る
「
就
学

時
健
康
診
断
票
」
「
就
学
時
健

康
診
断
問
診
票
」
※
必
要
事

項
を
あ
ら
か
じ
め
記
入
の
こ
と

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

†
76
｜
２
１
５
１
内
線
２
７
２

道
道
３
路
線
が
冬
期
間

通
行
止
め
に
な
り
ま
す

問い合わせ先 網走土木現業所
†０１５２－４１－０７４２

献
血
に
ご
協
力
下
さ
い
！

木
材
工
芸
館
の
冬
期
間
休

館
日
の
お
知
ら
せ

平成20年中に国民年金保険料を納付した方へは、11月

または翌年の２月に社会保険庁から「社会保険料（国民

年金保険料）控除証明書」が送られます。

国民年金保険料は、社会保険料控除の適用が受けられ

ますが、そのためには控除証明書を添付し、申請しなけ

ればなりません。確定申告や年末調整の際には控除証明

書や領収書が必要となりますので、大切に保管してくだ

さい。

●11月に送られてくる人

平成20年１月１日から９月30日

までの間に国民年金保険料を納

付した人

●２月に送られてくる人

平成20年10月１日から12月31日までの間に、今年

初めて国民年金保険料を納めた人

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に記載さ

れている月分以外の保険料を12月31日までに納めた場合

は、その分も合わせて申告できます。控除証明書と一緒

に納付した保険料の領収書を添付してください。

世帯主または配偶者が家族の国民年金保険料を納めた

場合は、納付した人がその保険料を申告することができ

ます。

●問い合わせ先

北見社会保険事務所　†０１５７－２５－９６３１

社会保険料社会保険料（（国民年金保険料国民年金保険料））

控除証明書が送付されます控除証明書が送付されます

就
学
時
健
康
診
断
を
実
施

し
ま
す
！

11月は、国民健康保険税 第６期

固定資産税第４期の納付月です　　

口座振替をご利用の方は預金口座の残高を確認して

ください。

問い合わせ先 † 76－2151税務担当（内線220・221）
収納担当（内線218）

納期限は12月１日（月）

犯罪被害給付制度は、不慮の犯罪行為によって亡くな

られた被害者の遺族の方や障害が残ったり、一定の要件

に該当する重傷病を負った被害者の方に対して国が給付

金を支給し、その精神的・経済的打撃の緩和を図ろうと

する制度です。詳しい内容については、北見方面本部ま

たは津別警察官駐在所にお問い合わせください。

北見方面本部　†０１５７－２４－９１１０

津別警察官駐在所　†７６－２６１０

平成２０年１１月２５日（火）

～１２月１日（月）

障害者相談支援業務

の委託について
町は、障害を持った方やその家族の方の様々な

相談を受ける業務を、専門の機関に委託しました。

●委託先

北網圏域精神障害者地域生活支援センター

サポートネット北見

●相談できる方

津別町内に住所を有する方で、障害者自立支援

法第４条に規定する障害者及び障害児本人、又は

家族

●相談できる内容

・日常生活全般の相談援助（健康・衣食住・就

労・対人関係・余暇活動等）

・福祉サービス等の情報提供

・専門機関の紹介

・権利擁護のための必要な援助

・その他

問い合わせ先

役場保健福祉課介護福祉グループ

†７６－２１５１（内線２３３・２３４）

犯罪被害給付制度

消防署へ119番をかける場合は、あわてず正確な

住所・氏名などを伝えることが大切です。

■救急の場合

q 119番をかける。

（局番は不要）

w「救急です」とはっきり

と言う。

e「津別町○町○○番地

の山田太郎です」と住所氏名を言う。

r「○○小学校の裏です」と目標の建物を言う。

t「○○さんが頭を打ちケガをしました」と伝える。

※歯痛、鼻血など緊急性のない軽症者は救急車が出動しな

い場合があります。

■火事の場合

q 119番をかける。（局番は不要）

w「火事です」とはっきり言う。

e「津別町○○町○○番地の山田太郎です」と住所氏

名を言う。

r「○○小学校の裏です」と目標の建物などを言う。

t「住宅の台所が燃えています」とどこが燃えている

のか伝える。

■問い合わせ先　津別消防署　† ７６－２１８９

「
２
０
０
８
ウ
ッ
ド
ク
ラ
フ
ト
展
」

展
示
会

全
国
か
ら
応
募
さ
れ
た
個
性
豊

か
な
力
作
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間

10
月
18
日
〜
11
月
３
日

場
所

木
材
工
芸
館
２
階



年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

† 76－2151 内線 222

老齢基礎年金

◎自転車盗難事件発生！

９月中、美幌町内の駐輪場で自転車が盗まれる事件

が２件発生しています。

◎のぞき事件発生！

９月中、美幌町内の一般住宅において室内をのぞき

見される事件が、数件発生しております。

寒くなったからと油断しないようにしましょう。

◎家庭ゴミ焼却事件発生！

９月中、美幌町内で家庭ゴミの焼却事件が発生して

います。少量でも、環境、健康に害があり、違反とし

て処罰されます。

◎万引き事件発生！

９月中、美幌町内の大型店舗で万

引きが発生しました。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

「
冬
の
交
通
安
全
運
動
」

が
始
ま
り
ま
す

住民活動

グループ

†７６－２１５１

11
月
12
日
か
ら
「
冬
の
交
通
安
全

運
動
が
始
ま
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー

も
、
歩
行
者
も
、
自
転
車
利
用
者
も

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
事
故
に

遭
わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。こ

の
時
期
は
農
産
物
の
輸
送
等
に

よ
る
大
型
車
両
の
通
行
が
多
く
な
る

と
と
も
に
、
路
面
状
況
が
変
化
し
ま

す
。
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は

・
早
め
に
点
灯
し
、
自
分
の
存
在
を

知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

・
こ
の
時
期
は
、
気
象
状
況
に
よ

り
路
面
が
部
分
的
に
降
雪
又
は

凍
結
す
る
た
め
注
意
が
必
要
で

す
。
峠
道
で
は
特
に
気
を
つ
け

し
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
は

・
夜
行
反
射
材
を
身
に
つ
け
、
ド

ラ
イ
バ
ー
に
自
分
の
存
在
を
知

ら
せ
ま
し
ょ
う
。

・
交
差
点
で
の
大
型
車
両
に
よ
る

巻
き
込
み
事
故
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

文化の秋を彩

る町民文化祭が、

下記の日程と内

容で開催されま

す。さまざまな

文化団体が１年

の活動の成果を発表しますので、ご家

族やお友達お誘い合わせの上、ぜひ会

場まで足をお運びください。

■絵 画 展　11月1日～16日（２階

展示室）

■総合展示　11月28日～ 30日（講堂）

■舞台発表　11月９日（講堂）

町民文化祭は、皆さんが日ごろか

ら取り組んでいる趣味や文化活動な

どの成果を発表できる、年に一度の

祭典です。どなたでも気軽に参加で

きます。

■参加を希望される方は文化協会事

務局へお申し込みください。

（役場内　伊藤同）

†７６－２１５１・内線２１９

冬 の 交 通 安 全 運 動冬 の 交 通 安 全 運 動
11月12日（水）～11月21日（金）

●シートベルト・チャイルドシート１００%着用

●スピードダウンと無謀運転の防止

●路面状況に応じたスピードの抑制などのス

リップ事故防止

ストップ・ザ・交通事故死

～めざせ　安全で安心な車社会　北海道～　

■問い合わせ先 役場住民活動グループ

† 76－2151（内線216）

セーフティーコール　　　11月12日（水）

シートベルト着用率調査　11月19日（水）

パトライト作戦　　　　　11月21日（金）

「国の教育ローン」は、高校、短大、大学、専修学校、各種学校

や外国の高校・大学等に入学・在学するお子さまをお持ちのご家

庭を対象とした公的な融資制度です。

■対象となる方　融資の対象となる学校に入学・在学される方の保

護者で、給与所得者については、世帯の年間収入

が990万円以内、事業所得者については、世帯の

年間所得が770万円以内の方

■融 資 額 学生・生徒一人につき200万円以内

■利　　率　年2.65％（平成20年7月11日現在）

■返済期間　10年以内（ 母子家庭・交通遺児家庭の

方は1年の延長が可能です）

■使いみち　入学金、授業料、教科書代、アパート・マンションの

敷金・家賃など

■保 証 （財）教育資金融資保証基金

（または連帯保証人1人以上）

■返済方法　毎月元利均等返済

（ボーナス月に増額返済も可能

です）

■お知らせ 平成20年10月以降は、ご利用

いただける方の世帯の年間収

入（所得）の上限額が引き下げになっております。

■相談：問い合わせ先　

国民生活金融公庫北見支店　† 0157－24－4115

教育ローンコールセンター † 0570－008656

公庫ホームページ

http://www.kokukin.go.jp/kyouiku/index.html

津別町では今年度も高齢者の方々へのインフルエンザ予防接種

料金の一部を助成します。

●対象者：１．津別町に住民票がある65歳以上の町民の方

２．津別町に住民票がある60歳以上65歳未満の方で心臓・

じん臓・肺や気管支およびヒト免疫不全ウィルスによ

る免疫機能で身障手帳１級程度の障害のある方

●予防接種期間　平成20年11月1日～平成21年1月31日

●場所　津別病院他

●接種回数　１回（注射）

●助成額　1,050円

●個人負担　接種料金から1,050円を引いた額

●申込方法

○津別病院を受診したときに先生や看護師さん

に相談してください。

○津別病院に定期的に受診していない人は、病院に問い合わせ

をしたり、直接受診してください。

○津別病院以外で接種を希望される方は、町と病院との契約が必要

となるため接種前に必ず役場へご連絡下さい。契約が出来ない場

合があり、この場合接種はできません。

●持ち物　健康手帳、老眼鏡（問診票を書くため）

問い合わせ先 津別町役場　保健福祉課健康医療グループ　健康

推進担当　†76－2151 内線231・232・332

北海道内で事業を営む使用者及びその

事業場で働くすべての労働者（臨時、パ

ートタイマー、アルバイト等を含む）に

適用される北海道（地域別）最低賃金が

次のとおり改正されました。

最低賃金額 時間額６６７円
効力発生年月日 平成20年10月19日

北海道最低賃金

北海道労働局 労働基準監督署（支署）

「必ずチェック最低賃金！使用者も労働者も」

国民年金には、３種類の年金給付が

あります。老齢基礎年金、障害基礎年

金、遺族基礎年金です。今回は老齢基

礎年金についてお知らせします。

老齢基礎年金は、６５歳から受け取

れる年金です。年金額は、２０歳から

６０歳までの４０年間（４８０月）、

保険料を完納した場合で、平成２０年

度は７９万２，１００円です。（平成２０

年度と言ったのは、金額は物価スライ

ド制で、毎年変わる可能性があるから

です。）

ただし、①国民年金の保険料納付期

間、②昭和３６年以降の厚生年金等の

期間、③３号被保険者期間、④保険料

の免除、納付猶予、学生特例の期間、

⑤任意加入やカラ期間を合わせて２５

年以上なければ受給資格がないとさ

れ、年金は受け取れません。

また、期間中に保険料を納めない期

間があったり、免除を受けた期間があ

ったりした場合は、前述の年金額から

相当分が減額されます。

防災活動に大きな期待！

最新鋭の消防ポンプ車を導入

津別消防署の消防ポンプ

車（ＣＤ-Ⅰ型）が更新され、

１０月２１日に配備されま

した。

昭和５８年から使用して

いたポンプ車の老朽化によ

り更新したもので、総排気

量４０００ｃｃの６人乗り

で、最新の計器類が装備され、操作性も向上し高い機動性を備える車

両となっていて、地域防災に活躍が期待されます。


